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2016年4月24日（日）ホテル アゴーラリージェンシー堺にて開催
約650名弱の会員様がお集まり下さり、熱心且つ闊達にこやかに次年度
に付きご議論を頂きました。



◇会長・幹事部門（4F ダイヤモンドルーム）

1. 日時：2016年4月24日（日）ＰＭ12：30～ＰＭ14：20
2. 場所：ホテル・アゴーラリージェンシー堺4Ｆ「ダイヤモンドルーム」
3. 出席者：辻ガバナー、福井ガバナーエレクト、山田代表幹事、ＰＧ4名

各クラブ会長、幹事
4. 司会：阪之上会員
5. 記録：木村

★分担金予算の採決（午前中の予算審議の採決）
・賛成：64票
・反対：3票
・保留：0票
⇒3/4以上の賛成票により承認

★セッションテーマ
「クラブの自主性とＲＩとの関係を考える」
◎福井ＧＥより
・どこまでクラブとＲＩがひとつになるか
・あぶりだされた成果を認識し、実践していく事
＜問題点＞
・拡大、増強の温度差
・ロータリー財団の考え方、位置づけ
・密接な対話
・決定事項と奨励事項の考え方
・ＩＴのフル活用、英語手続き
・職業奉仕、ＲＩの考え方 マッチングさせていかねばならない
・ＩＭ
・ＲＩの変化、ＲＣの変化

＜事前提言クラブ＞
◎高野山ＲＣ
拡大を目指すと解散も増加するのではないか？
合併も視野に入れないといけない
Ｅクラブ、パイロットクラブの在り方
旧ＩＭについて

◎有田ＲＣ
ＲＣ財団 寄付 ＲＩが全面に押し出すと・・・・
不易流行
2550地区大会記念講演 ビチャイ・ラタクル氏（2002-2003年度ＲＩ会長）の
講演内容のご紹介



★久保ＰＧより
Ｅクラブについて説明 例会はweb上で行う
Face to faceの例会が基本。 web上での例会は今までは認められていなかった
16-30議案により認められる
16-82議案により従来型クラブとＥクラブを区別しないようにする（7/1～スタート）
ケーススタディとして「ワールド大阪クラブ」では毎月1回水曜日に理事会（例会）を
行っている。
2010年から1地区２クラブまでＥクラブが認められている。

★質疑応答
◎串本ＲＣ 会長代理
堺フェニックスＲＣはパイロットクラブに移行したようであるが、
Ｅクラブとパイロットクラブの違いを教えてほしい。
⇒久保ＰＧが説明
⇒福井ＧＥが説明

◎松原ＲＣ 会長
2640地区は現在軌道修正を行い、正常に戻ってきている。
この5年間くらいの間に退会者が増えた。ロータリアンの規律が希薄にならないよう
当クラブでは90～100％の例会出席率を誇り、結束を固めている。

◎岸和田東 会長
Ｅクラブについて
出来る事ならば、Ｅクラブは（ロータリーへの）入会のためのクラブであって
欲しかった。
Ｅクラブを卒業し通常のクラブへという考え方
⇒久保ＰＧ応答

◎美原ＲＣ 会長より
Ｅクラブについて

★辻ガバナーより
（現状、正常な状況）感無量である。

◎高石ＲＣ 幹事より
青少年、ローターアクトへの悪影響 次年度アクト地区代表は？
⇒福井ＧＥ応答
これまで指導者に偏った考えがあり、悪影響を招いた。
一からやり直す。
⇒岡本ＧＮ応答
財団、アクトについて補足説明
⇒隈元ローターアクト委員長状況説明
4/11に開催された2640地区ローターアクト委員会での決定事項説明

★司会阪之上会員より
衛星クラブについて
⇒福井ＧＥより説明
会員増強の一環 子供のクラブ 20人集まれば1つのクラブとして認定



★山田代表幹事より
Ｅクラブ、パイロットクラブ、衛星クラブについて
今後、現状認識出来る場を作りたい
Ｅクラブの悪いところは？

⇒久保ＰＧ応答
24時間、1週間いつでも参加できる
ワールド大阪が行っている月1回の例会はＲＩは認めていない（クラブの自主性）

★村上ＰＧより質問
Ｅクラブの例会について
Face to faceの例会
Ｅクラブ出身者のガバナーについて

★岡本ＧＮより
組織優先
今回の決定事項は非常に重要である

⇒久保ＰＧ応答
全体の5％の反対が出ればペンディングになる
細則自体は決められない
Ｅクラブ、どんな小さなクラブでからでもガバナーは出来るか？という質問に対し、
「出来る」

★司会阪之上会員より
拡大・増強 ＲＩとの温度差について質疑応答提議

◎串本ＲＣ 会長代理
女性会員の意見を聞いてみては

★村上ＰＧより
出来るだけ多くの資金をロータリー財団へ。また出来るだけ継続させていく
★久保ＰＧより
ロータリー財団100周年を祝う
他

・女性会員不在のクラブの挙手を依頼
⇒1/4が不在クラブ

◎りんくう泉佐野ＲＣ 女性会員より
父の代からＲＣ
女性会員は周りの（家族、他）協力が必要

★司会阪之上会員より 職業奉仕、ＲＩの変化について議題提議
★福井ＧＥ、村上ＰＧより説明

◎和泉南ＲＣ 会長より
ＲＩ増強の動きにさみしく思う。入会金を無くしてでも入会してもらう、という事に。
例会はface to faceが大事である
ＩＭを復活させて欲しい
組織的な交流の密度を増やす



★村上ＰＧより
ロータリアンにふさわしい人に入会して頂く 他

★司会阪之上会員より クラブの合併について議題提議

★大澤ＰＧより
2つを1つにするよりは、3つを1つにする方がまとまりやすい
2つは対話 3つは討論できる
十二分にＲＩの考え方を議論してもらいたい

★司会阪之上会員より 福井ＧＥに何か一言

◎橋本ＲＣ 会長より
一年間よろしくお願いします。

★平岡ＰＧより
予算は減額する時が一番つらい
（午前中の）パーヘッドの考え方は合理的である 他

★山田代表幹事より総括
たくさんのご提案ありがとうございます。
（皆様には）7月からクラブのリーダーシップを発揮し、中心的な存在になって欲しい。
クラブ運営には大きな矛盾もあり、今後解消できるように議論の場を設けていく。
2640地区をよりよく活性化出来るようにしていきたい。

◇クラブ奉仕部門〈クラブ奉仕/会員増強・維持/雑誌・公共イメージ〉

（4F ロイヤルホール）

赤田 クラブ奉仕委員長
・卓話の選任苦労
・出席規定緩和、家族参加、食事工夫
・中長期検討委員会

垂井 会員増強・維持委員長
・welcome握手
・会員増強、維持委員長会議 7/24（日）PM＠泉大津
・Change となりの人に語りかけよう。となりと自己紹介
・人は皆違う 相手を尊重。
・相手に興味を持つ、直接会って話しする。
・人間関係を円滑にする事を学ぶ場。
・例会を充実させる。
・マンネリ打破→新人会員で新しい風を。
・増強は他人事ではない。
・知り合い総点検。今日会ったあの人は？
・新人会員のフォロー 研修会



宇瀬 雑誌・公共イメージ委員長
・各クラブ間での合同例会
・2640地区がひとつのクラブである。
・ロータリー＝金があって暇な人達というイメージ

5年もすれば、金があって暇な老人達になってしまうので若い人達に入って
もらう。
・公共イメージについてのアンケート回答のお願い。

田辺 ＩＴ委員 （寺下ＩＴ委員長代理）
・効率良く情報伝達。ガバナー月信など。
活動記録データ化。後世に継ぐ。あと資料の通り。

質問
・会員増強について、主婦、引退者についてネガティブ。
・この地区は、積極的に受け入れるのか？

垂井氏
・仕事の経験ある人なら現役でなくても良いと思う。
海南東ＲＣ
・主婦等でも構わないと思う。
御坊ＲＣ
・60歳以上の入会ばかりである。元教育者3名入会した。
例会楽しさ伝えるには？
↓

垂井氏
・清掃活動。車イスさび取り。タコ焼など青少年と活動。
移動例会 合同例会 近隣クラブの例会でメイクアップ。

堺おおいずみＲＣ
・例会昼、たまに（年４回）家族をお呼びして賑やかな夜間例会。
例会の晩に定例親睦会を開催。

羽衣ＲＣ
・大手企業、銀行支店長いない。
各人が楽しもうとする姿勢必要。増強は昔から言われている。
2640地区には女性を入会させないクラブもあるようだが、なぜそれを改善しな
いのか？私だけの意見でない。

増強、本当に必要か？
無理な増強は雰囲気悪くなり、逆効果。数の力より質の力を。

↓
垂井氏
・皆最後は亡くなってしまうので、増強は必要。病気、仕事等での自然減はどうし
ても有る。 人数が減ると、楽しくなくなる。

和歌山東？ＲＣ
・平均年齢 72歳 年のせいで出来ていた奉仕ができなくなる。Ｅクラブは、人と
会わず食事もしないが、楽しいことはあるのか？参考になるかもしれないので、
聞いてみたい。



［初めに・・・］
・本日の委員長、委員の紹介：北中パストガバナー、中野国際奉仕委員長、
笹島社会奉仕委員長、中西青少年奉仕委員長、その他委員長

［奉仕プロジェクト委員会協議会］
国際奉仕中野委員長
・今までは活動が低下気味であったが、今後は活発に行いたい。「基本方針」配
布している資料P35に掲げています。「奉仕の理念」で結ばれた職業人が世界
的ネットワークを通じて国際理解、親善平和を推進する事 理念という言葉が
強調されている。
「活動基本方針」及び「活動計画」資料のP35を基に説明がされました。
その他：海外の奉仕活動を検証するツアを実施した。知らないクラブやメンバー
と知り合え有意義なもの。同じ目線で奉仕の軸が広がり意義があった。

社会奉仕笹島委員長
・数年に渡り社会奉仕委員長を預かることは光栄でございます。
今回の協議会はスムーズに進んでおり、素晴らしいと思う。
又、4月14日発生の熊本地震への義援金のお願いを19日より開始、発生後
１５日直ちに地区ロータリーが動き出し、反応が早かった。
義援金も多く集まりました。社会奉仕委員長としてお礼申し上げます。
義援金の使途は、後日連絡がある予定。又、ロータリアンの被害はなかった模
様。
「活動基本方針」「活動計画」は資料P３３を説明。

青少年奉仕 中西委員長
・青少年理念の紹介で資料P３４「活動基本方針・計画」を交え説明。青少年奉仕
は数値で表すのは難しいものであるが、皆が理解しやすい形を残したい。
又、精神力がいる奉仕活動内容である。

青少年奉仕活動については４部門より細かく報告させていただきます。

「青少年４部門報告」
青少年・ライラ委員会 澤井委員長
・活動としては、東京で開催の全国ライラ大会や各ライラセミナーの参加など積
極的に行い活動を深めている。又、本日アンケートをお配りしておりますので、
ご協力宜しくお願い致します。
・RYLAの説明（ロータリー、若者、リーダーシップアワーズ）ライラに今まで参加さ
れたことがある方は、１割程度。来週河内長野で開催されるので時間がある方
は参加頂きたい。
予算が限られているので、各クラブでも支援を検討頂ければ有りがたいです。

◇奉仕プロジェクト部門 〈国際奉仕/社会奉仕/青少年奉仕〉（3F 利休）

ＲＥＣ Ｓｕｎｒｉｓｅ of Japan
・以前チャーターメンバーだった愛知のe―クラブ SNS(LINE)で密に接触。
・メーキャップの写真を都度UP。FB友達4000人 ほとんど海外のロータリアン。
楽しみでなく、まず奉仕である。
汗をかけ、知恵を出せ それが出なければ金を出す。



ロータアクト委員会 瀧委員長
・地区ロータアクトは６名で構成されている今まで活動が低下していたが、来期は
再出発のつもりで活性化させる。
計画でインターアクト、ロータアクト、留学生を交え交流会を行いたい。又他の
地区京都・奈良との交流会も実施予定。ロータアクトの会員数が減少傾向にあ
るので知り合いで参加頂ける人を紹介してほしい。
年１回１２０～６００人規模で奉仕作業を行っている。参加すると必ず良さが解る
ので皆さんからも参加者を紹介して頂きたい。

インターアクト委員会 木本委員長
・インターアクトは現在生徒約３００人、２年間予算が付かない状態であったか、
来期からは予算が付くので円滑な活動に戻すことができる。（但し外部（学校）な
どでは、未だ心配をされている。今後の計画、インターアクト年次大会、国際親
睦大会、東南アジア方面に海外研修（１人２万補助）、年次報告会、４月新入学
歓迎会、ライガ研修会、インターアクト研修会。

青少年交換委員会 山田委員長
・長期留学、短期留学を募集。期日（申込み）は７月末まで。異文化の中に身を置
き多くの人達と交流することが目的、国際ロータリーの目的である「奉仕の理念
の実践」「国際理解」「国際親善、平和の推進」を体現することと確信。
このプログラムを活性化につなげる。その他、申し込み要項の説明。

［質疑応答］
Ｑ：小さなクラブは、国際奉仕に多額を協力するのは難しい。
出来れば年１０～２０万前後で行い、目に見える活動内容としてほしい。

Ａ：提案内容は理解しました。地区や近隣クラブの協力支援なども今後検討し
より良い活動として行きましょう。

[総 括 ] 北中パストガバナー

・ロータリーは「行動の哲学」である。良いと分かっていても行動や実現を行うこと
が難しいことは沢山あります。いざ、行動にすら移せないものもある。一つでも多く
のものにくらいつき懸命に追いかけ、実行して頂きたい。苦労があれば、あるほど、
達成した時の喜びは大きいものです。前向きに取り組み来期を良い年と致しま
しょう。



◇ロータリー財団部門 （3F ガーデンコート）

①基調講演「忘れられた職業奉仕」
地区副代表幹事 中田佐和彦（堺ＲＣ）
・ロータリー活動の出発点から現在のＲＩの方針が分かりやすく解説された。
・参加者は、職業奉仕に関する理解を深めることができた。

②グループ討議と発表
・分区単位を基本として、8グループ（各6～8名）毎に「職業奉仕の意義と実践」
について、討議した。

「討議の概要」
・「職業倫理の向上」とは「自らの事業の質を高めることで社会の質を高めた結果、
事業も栄える」といった初期の概念が社会構造の変化とともに変化している。
社会規範・社会秩序が整備されてくるに従って、「職業上の知識・技術といったノ
ウハウを社会問題の解決に活かす」といったドネーションに近い概念になりつつあ
る。そこで、I serveとWe serveの区別に悩みが生じてきている。

・実践としては、①卓話や職場訪問などでの職業の相互理解や貢献すべき課題

の開発 ②公開講座による社会啓蒙 ③個々の知識・経験を国際奉仕、社会奉仕
活動の支えとするなどが出された。

◇職業奉仕部門 （3F 春慶）

◎中野委員長挨拶
・補助金の使い方について。理解は難しいが全員で理解を深めていきたいと思いま
す。
◎村上パストガバナー挨拶（第３ゾーンコーディネーター）
・ロータリー財団の歴史と現状について
・RRFCについて（日本に三人）
・ロータリークラブの歴史について（1905.2.23の夜シカゴ）
ポールハリスの言葉
１９０７年ドナルドカーターにより社会奉仕の種がまかれる→ロータリーの発展
財団の発展と現状→基金を設立する。（アーチ：C、クランク）
・１９２８年ロータリー財団設立→委員会の立ち上げ
余剰金の使い方→奨学生１８人
・寄付金と補助金について
・年次基金寄付ゼロクラブ解消を
・ロータリー財団１００周年（２０１７年）

◎小委員会委員長、委員、自己紹介
・財団資金 推進小委員長 山本様（和歌山東南RC）
・財団ポリオ・プラス小委員会 委員長 佐藤様（泉佐野RC）



◎中野委員長から方針等の説明
・財団活動方針について
・地区目標（ポリオ撲滅、寄付ゼロクラブ解消、ロータリーカード推進、大口寄付の
推進）
・寄付目標（年次：１人２００ドル以上、ポリオ１人１０ドル以上）
・活動計画について（各小委員会）
補助金小委員会 財団資金管理小委員会 ポリオプラス小委員会
資金推進小委員会

・ポリオの現状について
２０１６年 ３/３０現在 ９例（パキスタン７例 アフガニスタン２例）
・寄付金ゼロクラブの現状→当地区２２クラブある。
２０１７年 財団１００周年にあたり ゼロとする

・ロータリーカードについて
・ロータリー財団１００周年について
・財団補助金について

使い方（難しい）→わかりやすく、身近なものとして理解してもらう。
グローバル補助金はこれから取り組みたい。

・地区補助金小委員会の役割について
・地区補助金申請について

◎質疑応答

◇米山記念奨学部門 （26F クリスタル）

和歌山RC
奨学生の選考について（留学生）
中国、韓国→新興国から選考した方がいいのでは。
歴史観のかたよりに対する対応策はあるのか→FACEBOOKの活用など。

松原RC
政府の留学生目標３０万人に不足が約１０万人
RC７５１人 どうやって増やそうとしているのか。日本の大学生３００人～３５０人
このうち１０％留学生目標している。
日本→海外留学生 ５万人程度

和歌山城南RC
留学生 RC活動 消極的（日曜日、宗教活動があるため）選考活動に宗教をいれて
ほしい。（韓国）
・DVD各クラブに配布してほしい。



グループディスカッション総括
A・選考基準についてクラブ行事への参加
地区委員会へ相談（厳しい指導すべき）

B・留学生→一定水準以上の所得水準（委員）
途上国の姉妹クラブより推薦→面接→日本へ留学
卓話無断欠席→打切り

C・良い子いる。
例会3/4出席など

D・会費（寄付）95％→留学に使う（米山）
委員長の礼状（平書き）
例会時、寄付のBOX回す。
・寄付→税控除あり。
・奨学生⇔ロータリーアンの親密さが大事。

E ・新宮 大 ３～４ｈ
・名簿 名前覚える→寄付増えるかも。
・途中でも打ち切りできるのか→可能
→覚約書にサイン→違反のケース→打切り

F ・RC行事に対する出席（参加率）明記してみては。
・基金 ７５億あるのに各年１５億集金する必要あるのか。
・途上国からの留学生の方が将来的につながる可能性高い傾向にある。

クラブ支援→今年度は採用しない。
新宮遠い場合 田辺RCに通うケースあり。サブ・クラブ制度
現地採用→制度あり（日本で大学・住宅・・・難しい）３名



  　　　　　　　地区研修協議会実行委員会および運営委員

ガバナーエレクト 福井隆一郎

次期ガバナー補佐 坂本  正人 丸山  信仁 山下  茂男 谷口  寿英 豊岡  敬

毛利  髙二 藤原  重行 上松瀬  洋 山中喜八郎

次期代表地区幹事 山田  義夫

次期副代表地区幹事 浦口  英尚 中田佐和彦 阪之上清以弥 尾関  勝利

次期地区幹事 中芝  康順 大山  典男 嶋田  豪洋 西谷  稔

広瀬幸次郎 隈元  英輔 内藤  早苗 石﨑  雅也

地区研修協議会実行委員長 東野  裕暢

地区研修協議会実行副委員長 隈元  英輔

Feasibility study委員 石﨑  雅也 竹井  清司 木村  健志 川端  潤 山本  敏樹

担当 運営委員

来賓接待 大澤 徳平 黒川 眞男 近森 裕子

運営総括兼予算管理 東野 裕暢

総務兼部門別会議総括 広瀬幸次郎 隈元 英輔 寺﨑 勝彦

登録 佐野記久子 内藤 早苗 林   豊之 畑﨑   篤 松本   孝
・

  　　　補佐兼タイムキーパー寺西 直樹

食事 副島 和昌

記録総括 川中 文平

写真 富田 茂利 山本 敏樹

会場監督 中村佐久治 藤井 利憲 小林 章介 竹山 嘉平

会長幹事部門司会 阪之上清以弥

　 　　　　　  　　　補佐兼記録木村 健志

クラブ奉仕部門司会 信田 圭造

                      補佐兼記録奥中 泰征

奉仕プロジェクト部門司会 西座 新二

                      補佐兼記録副島 和昌

職業奉仕部門司会 内藤 早苗

                      補佐兼記録佐野記久子

ロータリー財団部門司会 中嶋　千晶

                      補佐兼記録渡辺　一史

米山記念奨学部門司会 望月　秀樹

                      補佐兼記録竹井　清司

地区研修協議会運営委員 神山　紀夫 倉　保雄 農端　俊博 陶　 貞光 和田　武子

髙橋　明 佐野記久子 八木　潤子

石﨑　雅也会計監査

運
営

会
場
設
営

本会議　司会 近藤 徳雄

部
門
別
会
議

救護


